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私立在外校に お け る 「学校通信」 の 機能 （2）

白石 義郎 （久留米大学）

1　 発表 の 対 象

　　本研究は 「私 立在外校にお け る 自己組織化」

に 関する研究 として 、日本で生徒を募集 し、イ

ン タ
ー

ナ シ ョ ナ ル な教育を 目指す在外校で あ

り、ス イ ス 公文学園の 学校通信が果たす機能 を

考察 した 。 今回 は 、 在外 校の も う
一

っ の類型で

ある、主 と し て 在外邦人 の 師弟 を収容 し 、日本

の 中等学校 の 教育課 程 を主な準拠 とす る在外

校で あり、英国立 教学院 に おける学校通信 の 機

能を考察する 。

　私立在外校 とは 、正式 には私 立在外施 設 とい

う。私立在外教育施設 とは 、国内の 学校法人等

が海外に設置 した全 日制 の 教育施設 で 、主に 日

本人 の 子 どもを対象と して 、国内の 学校教育と

同等 の 教育をお こな うもの をい う。 （文部省教

育助成局海外子女教育課）。、国内の 学校法人等

が海外に設置 した全 日制の 教育施設で、主 に 日

本人 の 子 どもを対象と して 、国内 の 学校教育と

同等の 教育をおこ な う。

2　在外校 にお け る学校通信 の 機能

　今 回の 調査 の 目的は 二 つ あ る。

（1）全寮制で あ り、 保護者が 日本在住または

遠隔地 で あ る 私立在外校 に お い て 学校通 信 （名

称 は さま ざまで ある）は、日本 国内の 学校 に く

らべ て 格段 に重要で あ る 。 そ の ため に学校通信

にお い て どの よ うな内容 が、どの よ うに 、誰に

対 して コ ミ ュ ニ ケ
ー

トされ て い るか を調査 し

た。

（2 ）在外校 の 二 っ の 形態にお い て 学校通信 の

機能 に差異が あるか を調査 した。

　第
一

の 形態は 、 日本で生徒を募集 し 、 イ ン タ

ーナ シ ョ ナ ル な教育を 目指す在外校で あ り、ス

イ ス 公 文学園が これに あたる。前回 の 報告で は

同校 の学校通信の 内容 を分析 した 。

　第二 の 形態 は 、 主 と して在外邦人 の 師弟を収

容 し、目本 の 中等学校の 教育課程 を主 な準拠 と

する在外校で あ り 、 英国 立教学院がこれ にあた

る。今回は英 国立 教学院の 学校通信 を分析 し、

ス イ ス 公 文学園 と比 較 した。

3　 調査結果

　 1　 学校通 信 の 伝達手 法

　英 国立教学院 におい て も英国立 教学院 にお

い て も学校通信 の 機能は 同様 に重要で あ っ た。

　ス イ ス 公文 学園 （1990 年開校）はイ ン タ
ー

ネ ッ トの ホ
ーム ペ ージを構築 し、学校通信に多

くの コ ス トと人員を割い て い た 。 英国立教学院

は最近に な っ て イ ン ターネ ッ ト化 をはか る と

同時に 、 継続 して学校通信 を保護者 に送付 し て

い る。

　 2　 内容の 差異

　基本的に は両 校 に 著し い 内容 の 差異 は 見 ら

れな か っ た。しか し、 「語 り 口 」 に は差異が あ

っ た 。 英国立教学院は 日本国内の 高校の 学校通

信に 近 か っ た 。 学校行 事や学校生活 にお け る生

徒の 行動が主な内容を占め て い た。その 「語 り

口 」は学校が学校 と生徒を報告す る とい う形態

を とっ て い た。他方、ス イ ス 公 文学園の 「語 り

口 」 は直接話法が多 くみ られ らた。その 典型 が

生 徒 自身が 口語調で 語 る活動 レ ポー
トで あ る 。

さらに、校長や教職員の 記事 もイ ン タ ビ ュ
ー

や

談話 とい う直接的な語 りを多 く取 り入 れ て い
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た 。 そ の ため 、
ス イ ス 公 文学園の 学校通信 は英

国立教学院に 比 べ て 、生徒の 視点か らの コ ミ ュ

ニ ケーシ ョ ン とい う印象を与 える。

　第二 に 、 英 国立教学院は 「シ ョ
ー

トトリ ッ プ」

な どを学校行事 と し て 記事化 し て い た 。そ の

「語 り 口 」も教師視点、ある い は学校視点で あ

り、こ の よ うなエ ベ ン トをお こ ない そ の 様子 は

こ うで あ っ た とい う学校活動報告 の 形態で あ

っ た。こ れは 日本国内の 高校 の 学校通信 に似 て

い た 。
ス イ ス 公 文学園は活動を生徒 自身 に語 ら

せ る とい う形 態が 多く見 られ た 。 そ の た め、ス

イス 公 文学 園の 学校通信 はパ ーソ ナ ル あるい

は フ レ ン ドリ
ーな印象を受ける 。

4　結果 の 考察

　 1　 学校通信 を重要視 して い る の は 両校 と

も同 じで あ る 。 それ は在外校 の 特性に よ る 。 在

外校は全寮制で あ り生徒数 も多 くな い ため 、生

徒の 生活全体を抱 え込 む ト
ー

タ ル ・イ ン ス テ ィ

テ ユ
ー

シ ョ ン に近 くな る。ト
ー

タ ル ・イ ン ス テ

ィ テ ユ
ーシ ョ ン が強制組織化 しない ために は、

学校 内部で の 円滑で フ レ ン ドリーな コ ミ ュ ニ

ケーシ ョ ン が不可欠で ある。学校通信 は こ の コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 主要 な手段 である 。

　 2　 両校に お い て 学校通信の 内容 にお い て

基本的な差異は少 ない 。しか し、い くっ か の 差

異 を見出す こ とが で きた 。 視点 と 「語 り 口 」で

ある。英国立教学院はやや学校視点で あ り、他

方、ス イ ス 公 文 学園は生徒視点で あ っ た 。 ま た 、

英 国立教学院は 「客観的」 「事実報告」 的な語

り口 で あ り、ス イ ス 公 文学園は 厂主観的」 「語

りか け」 的な語 り 口 で あ っ た 。

　 で は、こ の 差異 は どこ か らくる か 。

　第一
は、アカ ン タ ビ リテ ィ の 捉えか た の 違 い

で ある 。

　 ス イ ス 公 文学園の 初代校長は ア メ リカ 英語

教員 の 経験か らア カ ン タ ビ リテ ィ を学校の 基

本にすえた 。 日本の 学校は しば しば 閉鎖的、自

己防衛的になる 。
ア カ ン タ ビ リテ ィ とい う言葉

はあ っ て も実際 は本 当の こ とはだ さない 。ス イ

ス 公文学園の初代校長 によれば、それは誤 りで

ある 。 学校 は生徒と保護者に責任を負 う。情報

は正 しく伝 え る、こ れがア カ ン タ ビ リテ ィ で あ

り、 学校創設 の 理 念で あっ た 。

　第二 は、在外校と して の 存在根拠 の 違 い で あ

る。

　英 国立教学院は 主 と して在外邦人 の 師弟を

収容 し、日本の 中等学校 の 教育課程 を主な準拠

とす る在外校で あ り、生徒の 多 くは 日本 の 大学

に進学す る。そ の ため、日本の進 学校 と似た学

校形態 となる 。 ア カ ン タ ビ リテ ィ よ りも 「学校

が積極的に生徒を指導 して い く」とい う姿勢が

強くな る 。 そ れ が生徒が求 めて い るも の であ り、

保護者が求め て い る もの で ある。そ の た め 、学

校 の 指 導を伝達す る とい う日本の 高校 と似た

学校通信 の か たちに なりが ちで ある。

　他方、ス イ ス 公 文 学園は 日本で 生徒を募集 し、

イ ン ターナ シ ョ ナ ル な 教育を 目指す在外校 で

あ り、生徒を海外 の 大学に送 り出す こ とを 「売

り」 に してお り、こ の こ とが同校の 特異性で あ

り、存在根拠で ある。こ の ため、生徒 自身の 海

外活動 レ ポ ー トな どを生徒 自身の 語 り 口 で 伝

え る とい う傾 向を見 られる と解釈 で きる。

5　 自己組織化 の 手段 と し て の 学校通信

　研究 の 主 目的は、学校組織の 自己組織化で あ

る 。 学校は 自らを組織化 して い く。 私 立在外校

は外国に位置 し、生 徒 リク ル ー
トの 必要性 が あ

るた め 、自己組 織化 の 適例 で あ る 。 自己組織化

の た めには、第
一

に、学校内部で の コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン に よ る内部成員の 関与の 取 り付 けお

よび 「意味の統一1 と、第二 に、保護者の 納得

の とりつ けが不可欠で あ り、学校通信 は こ の た

め の 重要な手 段で ある 。
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